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ま え が き

古くから紀州木の国といわれ、７７％が森林で占められている本県は、林木の生

育に適した温暖多雨な気象条件のもとで、林業生産活動が活発に行われてきまし

た。

森林資源の内容は、人工林率61％、ha当たりの蓄積235nfで全国的にみても優

位にありますが、人工林は、保育、間伐を必要とする林分が大半を占めており、

また、広葉樹資源は、その保続と利用開発が要求されています。

一方、木材生産のみならず、自然環境の保全形成等公益的機能の高度発揮と緑

資源の維持造成に対する県民の期待はますます高まってまいりました。

また、県土の63％を占める山村地域は、従来から農林産物の供給、水資源のか

ん養、県土の保全等の重要な機能やすぐれた自然と文化を持ち、県民生活に大き

な潤いを与えてまいりましたが、このような山村の役割に対する都市住民の要請

は、一段と高まってまいりました。しかし、地域をとりまく生活環境、就労の場

等生活条件は依然として厳しい状態におかれています。

このように、森林・林業及び山村に対する多様化する要請に応えていくために

は、現状を正確には握し、有効に施策を展開することが必要であります。

本書は、本県の林業と山村の現状を図表等によりわかりやすく集録したもので

すが、林業関係者はじめ各方面の方々に広く活用していただき、本県林業の振興

と山村地域の発展の一助にしていただければ幸いと存じます。

､鑓､詞ノ

、やノ

平 成 ２ 年 ４ 月

農 林 水 産 部 長 安 田 重 行

～
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和歌山県管内図（森林計画区配置図）
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／

土地利用の状況1 ． 森 林

(1 )林野面積……県土の77％は森林
本県の林野面積（平成２年４月現在）

は364,909haで、県土面積の77%を占
めている。このうち民有林は95％で、

「国有林は５％にすぎない。

国有林

林野外
1m,556ha(23%)槙
林野外
1m,556ha
（23％） 民

林' 県 土
総面積
4724"h 有

}J野

3"M911a」(77”ゞ 林
19,5"ha
( 5 ”

34颪痂扇(95秒
町村別林野率図 、

一哉守⑥ぶよゅ四“甲酪叩エ癖塞
蓉呼寺帥弗

貼
貼
Ｌ
Ｌ
Ｆ織舗 ､＝ノ民有林のうち地域森林計画ツ

は344,867ha，対象外森林ｌ
（湖林政課業務資料
平成元年市町村別面瀧

象繭
５３３

林
ha

-

雛 瀧
.｡ .■ ･坐の . ｡○少

品●。●○韻○咽釘

箭一●
。
①》唖ノ 達和歌山市

岩出町隅幸LUf･口
品％ p f f

駐溌 零ゾ■■『ず《
』。二〕に

グワ■●

■

■
ｂ

Ｕ

Ｔｑ
。ｄ

一Ｆ伊想
噌・:竜｡：
廐ｏｐｏＤ

高野町

海南市 花園村
下津町 詞粍・輯．

の

■

■

-
０
■
●
亭
■

一癖画一
・謎．金“

一如一抑》晒恥函“酌 清水町有田市

｡ 争
｡ ● ■ ● G ● 串｡ . . . ･ . . q ＝G ● 串

嫡 美山村美山村鱗鍵 北山村中津村

蕊● ● 可
■ 9 耐 村

● ■

熟
畳◆①､■の

坊
葵浜印

､琴／』中辺路町

薑 本富町

』麺

灘 熊野川町
営市！趨 村

’熱
｡ ○選擬凡 例

二]林溺以上
ⅧⅢⅡ75～85%未満
蕊蕊365̅75%未満
蕊蕊鰯50̅65%未満-----１５０％未満

那智勝浦町

古圏1町
馬

すさみ町すさみ町

古

伽
業秘盗料Z２年４

- ２ -



( 2 ) 森林資源……人工林率6 1％
民有林のうち人工林面積は、208,957haでその蓄積は、49,166千㎡

（２３５㎡/ha)となっており、全国的にみても優位にある。

その他 1％
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( 3 ) 森 林 の 整 備
民有林の人工林率は61％と非常に高い水池にあるが、Ⅲ～Ⅶ齢級の間伐を

必要とする幼若齢林は全体の田%(144,100ha)を占めている。
生産性の高い林業経営を行うためには、適切な間伐作業を実行しなければ

ならない。

間 伐 実 績

ha
0,0伽１ 9 , 2 “

9,崎１-_.-,･--F壼霊冠間伐累計面積（58～63年函
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● ａ ● ､ ■ ①

■ 土 ■ 凸
● ｡ ｡ 句 甲

その他8 . 咽
:3.618

〃

』
争 e ◆ ･ ■ ●
・・・・・：
､30591

● ◆ ■ ｡ ● ｡

Ｇ ① ■ ■ ■ ●

3,406
● ● ● G ●

● ｡ ● ● ● ●

蕊● 印 ｡ ｡ ● 吟
｡ ● ① ｡ ■ ●6 , m ● ｡ ● ● ● ●

一 色 一 一 ●● ■ ● ● ■ ●

● 一 一 一 一 一
● ■ わ G 合 ●

"

:3,1記
● ● ■ 寺 ● ●

:3.550
■ ● ■ ● e ●

'

森林地域
活性化緊
急対策

間伐
促進
総合
対策

4,000 〃
グ

ｸゆ む ｡ ｡ ､ ■

。?｡Q･QoQ･§･Ｔ--ｏｏ｡．-
● ■ ● Ｂ Ｄ ｇ

5 , 率＝ の 一 一 ｡ q ■ 5.47050"O

2 ,0㈹
3,2313,0132 . 9 “

０
63年座6２616０5９

…

- ５ -



(4) 森林施業計画……増加する認定面積
伐採や造林・保育等の森林施業を計画的に推進するため作成する森林施業

計画の認定面積は、５９年度以降伸び率は鈍化したものの着実に増化しつつあ

り、現在では、民有林（県有林を除く）の74％に当たる252,269haとなって
いる。

認 定 累 計
ha
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認 定 実 績
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市 町 村 別 認 定 カ バー 率 （ ６ ３ 年 度 ）
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2．造林･･…･…年々減少する造林面積

戦後活発に行われた人工造林は、昭和30年の１２,１６７haをピークに減少を続け
63年には、８８９haとなった。樹種別にはヒノキが"%に当たる６５５haを占め、

資金別にみると補助造林が65％に当たる５７７haとなっている。

造 林 面 積
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資 金 別 造 林 面 積
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3．林道･……･･急がれる林道整備

民有林林道の総延長は元年４月１日現在で７６６路線1.651kmとなった。その
うち自動車道は１,１３８knlで林道密度は３.３０m/haとなっている。

林道開設の推移（一般・林総・林構）
延 長 ( m ) 事業擬(億円）

4 0 . 0 0 0 2 0 . 0 0 0 １ ０ ２ ０ ３ 0 ４ 0 ５ 060.000
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吋
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蕊職 Ｉ’ ;.̅ . i i :M, ' ･､# : ; ; j&ﾃ．●Ｉ：鶴,，．‘簿;蛍･雲 6１
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》■

林道開設種類別実績（公団等含む）管理主体別林道延長（自動車道）
ー

(注）昭和63年腰末林政抑業務盗料
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市町村別林道密度図（６３年４月１日現在自動車道）
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4 ． 林 産 物 の 生 産

（１）素材生産量素 材 生 産 量
昭和63年の素材生産量は３５１千㎡であった。ここ数年連続して４００千㎡を

下回ったものの、２年連続して、素材生産量は増加した。
また、素材の用途別比率は製材用が銘％を占めている。

用 途 別 素 材 生 産 量
千㎡
”

ｰ4 “

チップ用５０千㎡
足場丸太用等

８千㎡
製材用293千㎡

一１「昌竺

200

5 7 5 8 5 9 6 0 6 1 6 2 6 3 年 度

所有形態別素材生産量（６３年）

-市町村有林１％

樹種別素材生窪量（６３年）

…
国有林
‘１０％その

l¥nf弱

,‘
|Ｉ私

(注）昭和63年度素材稲給鐘統計
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( 2 )しいたけ俸應景
山村農林家の貴重な所得源となっているしいたけ生産壁は安定している。

し い た け 生 産 向生しいたけ
『。乾しいたけｔ

５ ”
447

423419 407 396
400

300

…
200

130
103 9８9２100 7７

５ ９ ６ ０ ６ 1 ６ ２ ６ ３ 年

( 3 )木炭生産量……根強い滞要に維持される備長炭の生産
燃料革命により減少を続ける木炭生産も、本県特産の備長炭の良さが見直

され、根強い需要にささえられて生産量は安定している。

木 炭
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2,000
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(注）山村対策課業筋商科

6０ 6１ 6２ 63年
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( 4 )その他の特用林産物生産量
しいたけとともに山村農林家の所得源である特用林産物の生産鼠は、年に

よって生産遼が不安定である。
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(注）山村対策課業務寅料
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( 印 山 林 用 種 苗
山行苗木生産最は年々減少し、元年と55年を比較すると７２％減少した。

山 行 苗 木 生 産 量 の 推 移
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5．林業所得…･…・上昇に転じた生産林業所得

木材生産が大半を占める生産林業所得は木材価格の低迷等による伐りびかえ
から減少力蚤続いていたが、６３年は木材単価・木材生産趾それぞれの上昇により
対前年25％の大幅な伸びを示した。

14.778
白力！』j
l4o000 同木炭.きのこ.林野副産物/1,380

Ｆ ？ F 可 木 材 生 産 ′ ' / -

罫樹Ⅷ‘_幽''
12,351

照
12.000

！10,000
､1坐§L___.幽到,'′Ｉ 』

8,000 ーP

6 .0㈹
11,0記 10214 8.515 8β2３ １０,３3０ 13398

９
３
伊
蒋4,000
鞘
一

荊溌
2,000 蕊

薯篝
分 一一

虹 色

灘画

鏑 零３-＝戦、盛０
5８ 5９ 6０ 6２ 63年６１

林業籾牛産額（６３年） 部門別生産林業所得（６３年）

ｰ

(注）生潅林業所得繩Ｉ報告糟
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6．製材工場………減少箸しい製材工場

製材工場は年々減少傾向を示している。また、国産材専用工場は、全体の３５
％を占めているが素材入荷量は10％にすぎず、外坂専用、国産材・外材併用工
場に比べて規模は小さい。

製材エ場数等（６３年）

０ ２ ０ ４ ０ ６ ０ 釦 1 0 0 ％

閲７５̅22釧
陶22.5̅37５
薑37息̅７５
蕊75̅'５，
n１５０以上

（

… （

（
1,0861０５２６８７７２ ９１４

類型別製材エ渦数と入荷量（６３年）
2 0 ４ 0 ６ ０ ８ ０ 1 0 0 %０

胃繍士＃ 外材専用工嶋
１５３

国産材専用工場
１３１ 9４

工 場 数
（３７８）

ゲ グ グ
グ ヂ グ

ク 夕

夕

グ
グ ー

グ１９７一一一
夕

175 1,306

紫材入荷趾
(1,678千鋤

77‘９％-

県 下製材工場の推移
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, ･ ･ 今 寸 , γ
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司

斗
３坤

許
辛 三249％言＝ 40.4%

年 次 総 工 場 数 うち国産材専用 うち外材専用 う ち 併 用
5８ ４１１ 1３７ 1６２ １１２
5９ ４０７ 1３４ 1６３ 1１0
帥 ４0３ 1３1 １６７ 1０５
61 3９３ 1２６ 1５８ 1０９
6２ 389 1２５ 1５６ 1０８
6３ ３７８ 1３１ ９４ １５３

△３％ ５％ △４０％ ４２％



7 ． 木 材 需 要

(1) 木 材 禰 要 … … 停 滞 す る 木 材 需 要
木材需要戯は、５８年以後微増傾向にあるが、６３年の木材供給は国産材19％

（３２８千㎡）外材81％（１，４３５千㎡）となっており依然として外材比率が高
い。

千㎡
1,500

P 一 一 一

１０弱２ 一 一 Ｆ ＝

Ｄ 寺 一 一 ■

、外材
r̅1国産材

1,0㈹

ｰ500

０
5８ 63年5 ９ ６ ０ ６ １ ６ ２

素材入荷鐙の内訳（６３年）

南

薊
…

木 材 の 用 途 別 需 要 量

チップル１３９％その他0.6％
ＳS55

蕊

(注）木材補給報{'i･I1ド
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(2)住宅建設(全国）．．…･低下した木造率

住宅着工戸数は内需拡大政策等により、５９年から増加に転じているが、木
造率は50年から年々減少し、６０年には40%台に落ち込み、元年は43%となっ
ている。

住 宅 憲 工 戸 数

（ 全 国 ）千戸
2,000
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D 木 造

1,685 l,663- . . . - .1,674
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Ｉ

(3) 木 材 価 格 … … 変 動 の 激 し い 木 材 価 格
昭和50年を基準とした木材価格の変動は54,55年に急上昇したが56年から低

下し、６２年に入って旺盛な住宅建設に支えられ、一時的に急騰したが、６３年
はやや下降ぎみである。
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8．林業経営………著しく低下した林業収益率

伐出労賃単価の上昇は、６２年において50年の１．６倍となる一方、６２年には山
元立木価格は０.的倍と低落し、林業経営の収益率は著しく低下してきた。

200

-伐出労賃平均指数
一山元立木価格指数

159
(､6,5z1.円）､率/１５０

指

数

１“

６９
（13,623円）

5０

０…
5 0 5 1 5 2 5 3 5 4 5 5 5 6 5 7 5 8 5 9 6 0 6 1 6 2 年
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9 ． 林 業 就 業

（１）林業就業者§林業就業者数･･…･減少を続ける林業就業者
60年における林業就業者数は3,019人で、35年に比して77%の大幅な＃

を示している。
また、林業自営者と林業労働者の比(60年）は、4:6となっている。

35年に比して77％の大幅な減少

林 業 就 業 者 数 の 推 移

、-ノ
人

１５.咽
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ⅡＵ
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Ｍｕ
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10,0"
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5.956

5.014
5.000 4,077

3,019

ー
3５ 4０ 4５ 5０ 5５ 6０

国勢調査による。
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( 2 ) 林業就業構造……高齢化する林業就業者
３５年には全体の半数以上を占めていた40才未満の林業就業者は、60年には

僅か12%に減少し、逆に40才以上が大半を占めるようになり、著しく高齢化
が進んでいる。また30才未満は僅か4.%にすぎず、後継者の確保が璽要とな
っていろ。

年 齢 階 屈 別 林 業 就 業 者 数
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10.林家と林研グループ

( 1 ) 林 家 … … 大 半 を 占 め る 零 細 規 模 の 林 家
保有林５ha以下の林家が全体の記％を占め、零細な規模の林家が多い。ま

た、山林の保有目的は、規模が小さい林家ほど財産保持的な意識が強い。

保 有 山 林 規 模 別 林 家 数

ｰ
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(2 )林業研究グループ……活鰯する林研グループ
地域林業の中核的担い手である林研グループは現在、３５グループ（９６４人）

あり、各方面で活躍している。
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11．森林組合………望まれる森林組合の育成強化

森林組合数は43組合で、組合員総数は２３，２０６人(1組合平均540人）、出
資金総額は４７２‘５９２千円（同10991千円）となっている。また、作業班を有する
組合は26組合で作業班員数は713人である。

森林組合組織状況の推移
473
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（人）

…全県に対する森林組合の占める割合（６３年度）

林 業 批 業 肯
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造 林 面 俄
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713人
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(注）昭和63年度林政課業務資料
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12．県土の保全･･……･県林業関係予算の３割を占める治山事業

林地の崩壊を防止・復旧する治山事業や保安林改良、生活環境保全林の整備
など治山関連事業費は、林業関係一般会計予算の約３割を占めている。

治山事業の推移（事業費）
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事 業 別 内 訳 （ 元 年 度 ）

1,522.255千円（32.1％）復 旧 治 山

地域活性化
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13．林地開発………1haを超えて開発行為を行う場合知事の許可必要

森林の秩序ある他用途への転用開発を保持するため、林地開発許可並びに連
絡調整をおこなっている。

開発許可実繍は昭和63年度末で58件723haとなっている。また、連絡調整は
95件971haである。

林 地 開 発 許 可 実 績
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巳 ■ ● ● ● ｡ ● ｡ ● 守 口 一 句 甲 守 早 早 ■ ■ ｡ ● ● ●

● ◆ ◆ 今 ◆ 申 一 心 凸 ＝ 巴 ■ 凸 血 合

53.2
● Ｃ ■ ● の ● ● ｡ ● △ 二 心 吟 吟 も - ■ ｡ ｡ - 今 ● ■

住 宅 川 地 ’ 学 校 川 地 公 剛 施 ! 没 腱 地 造 成 道 路 新 設 そ の 他

-２９ -
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14．森林の機能………年額5.745億円余の公益的機能

森林は、木材生産のほか、県土の保全、水資源のかん養及び生活環境の保全・
形成等多面的機能を有し、県民生活に大きく貢献している。この森林のもつ公

益的機能を計鉦化すると61年には、年額５,７４５億円の効用を県民にもたらして
いると評価される。

森林の公益的機能の評価額

5,745億円
（1⑩

ﾐ電ノ

1,953億円
（34.0）１‘471億円

柵緬i'術淵淵‘勝
土
砂
崩
噛
防
止

機

能

総 水
源
か
ん
養
機
能

野
生
鳥
獣
保
襲

機

能

土
砂
流
出
防
止

機

能

酸
素
供
給
・
大
気

浄

化

機

能

保
健
休
養
機
能額

ｰノ

(注）昭和61年11月林政課業務資料
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15．保安林………保安林率26％

森林のうち、水源かん養、災害防止、環境保全等の公共目的を達成するため
に、特に必要な森林を保安林として指定している。

県下の保安林面積は平成元年４月１日現在、１３種類で96,700ha(保安林率26
％）となっている。

また、所有別内訳は国有林１３,０００ha､民有林８３,７００haとなっている。

保 安 林 の 種 類 別 面 積 9 6 , 7 0 0 h a…

術
附
き
他
等火

防

防

防
つ蝿

奮
害

他潮干魚保蝿

の
ノ
ー
’
１
１
１
、

そ

内

訳

2.200ha(3%)-

伽
叩
帥
側
叩

２

７

４

８

１

保安林純の重複については
上位保安林へ計上している。

̅ -
(注）平成元(I:4月ll l現在林業課業拐宙料

- ３ １ -

llllll llllM
I.、妙 児寺

、 、

土砂流出
川i壊防州

ー

- 2 1 , 5 0 0 h a -
’ ( 型 殉

||lllll

凸４

｡ 垂

水源かん餐
73DMha
(７５％）

寺 合



保 安 林 の 主 な 配 備 現 況

Ｕ ７ 〆

騨の騨 聯ず．品００

β 屯
■

●

…
可田

■

零
や鋤

●

、、
の

今 - ■ 寺

Ｉ・富田川

!､／／
●

￥溺日侭ｌ
守 ０

噸 ●
ｂ

鰹 今

爵麓
守 ０

ｌ

の
侭
〆

日

津ｒ
ａ

●

γ新宮

骸
ヂ

の
▼
ｌ
ゆ

今“③〃園も
噸 古座 ー

浦

茨 棚伽８

ｂすさ鋤 ０水源かん養

舞 紳土砂流出防附
土砂崩壊防備

○その他
(注）林業‘那業傍箇料

-３２ -



1 6 ． 森 林 保 護

松くい虫による被害は、沈静化してきたが、更に防除を徹底するため、特に
保全すべき松林を重点に総合的な防除対策をすすめる。

松 く い 虫 被 害 と 防 除 実 績

ha
10500雪 予防面積

1.291
・--｣壁７ 1,250

㎡
2 0 ‘ 咽

13230
被害材積

８２６１
駆除材積

1 0 , M

3５６９5.45 31277
■■■■■■■■■■■

９０
2,150

-

７６{1.940
０

63年6２5８ 5９ 6０ 6１

-

-３３-



17．鳥獣の保護

森林レクリエーションの一つである狩猟は、６３年度に５，７０４件の免状交付、
５，０１６件の登録証交付を行っており、鳥獣捕穫数は、鳥類で30,819羽、獣類
で10,478頭となっている。一方、適正な狩猟と鳥獣の保護管理を図ろため、
9,003haの休猟区と7,169haの銃猟禁止区域を設定するとともに25,360haの

鳥獣保謹区を設けている。

免 状 交 付 件 数 登 録 証 交 付 件 数

ｬ､心ノ1４

捕 謹 制 限 区 域 目的別鳥獣保護区設定状況
18.7232ﾉ〕

而
俄
”

１-ノ

1万

千５
４
３
２
１

舜
林
烏
鰍

典
Ⅲ
繋
航

誘
致
地
区

曜
鞭
地
区

集
Ⅲ
渡
来

ト

- ３ ４ -

■

け



18．和歌山県林業の諸指標

…

単 一

- ３ ５ -

区 分
土地面積

(61年１０月１日）
森林面積
(60年度末）

林 野 率
⑮0年腰未）

人工林率
(60年度末）

人工林面概
(60年度末）

和 歌 山 県 ④
¥ha

472
fha

363
完

7７ 6２
彫 ¥ha

224

全 国 ⑧ 訂,７８２ 25,255 6７ 4０ 1０,２１９

対全国 ④一⑧
く ×１００） 1.3 1.4 ー 2.2

本 県 の 順 位 3０ 2５ ７ ５ １７

分
人工林蓄械
（民有林）
(60年歴末）

人工林ha当
蓄悩眠有榊
(60年度末）

林道密庇
（民有林）
(61年度末）

造林面積
(63年度）

素材生産鼠
(63年）

和 歌 l l l 県 ④

全 旧 ⑧

千㎡
4０,６０６

1,156,587

irf/ha
l 蛇

149

m/ha
３．６

4.0

ha
889

64,000

千㎡
351

30 ,9 "

対全国比（島×１００） ３‘５ ー ー １．４ 1.1

本 県 の I I I I 位 ５ 1０ 3２ 2９

分

和歌１１１リ‘↓④

' t １ １ 1

対金閣比号×１００）

水 リ 『 ↓ の 噸 イセ

乾しいたけﾉ '三雌 { , t
(63(li)

７７
ｔ

1１,８８８

０．６

２７

しいたけ
ｔ

ｌ

Ｉ

ｌ
記し出，

ｉＪ

(63年)

396
〔

82.678

0.5

４３

|訓炭生I職戊
(63年）

２，３９５

7,270

３２．９

１

ｔ

Ｉ

くるらく
厳

(63年）
千束

6.5

1９．８

32.8

２

芥 わ さ び
l 噸 敢

(63年）

5.6
ｔ

1,525

０,３７

１５



1．昭和61年３月31日現在、林野庁「森林資源現況」

２．１９８９林案統計要覧

3．昭和63年木材需給報告書

4．昭和63年特用林産物滞給表

5．昭和63年生産林業所得統計報告書

(注）
い率ノ

…

- ３ ６ -

区 分 素材儲要鼠
(63年）

外材輸入率
(素材）
(63年）

林 家 数
(1980センサス）

林業専業
労働者数

(1980センサス）

生産林業
所 得
(63年）

和 歌 山 県 ③
千㎡

1.763 ８１．４
粥

28,550
戸

3,144
人 百万円

1４，７７８

全 国 ⑧ 66,111 54.4 2.531,300 110‘２５９ 674,977

対全国比急X１００) 2.7 1.1 2.9 ２．２

本 県 の 順 位 1１ 高い方から８ 4０ 1１ 1８



19．森林資源並びに林産物生産等の見通し

( 1 ) 和 歌 山 県
防森林整備の目標（民有林）

＝

(注）（１）目傑とする森林宙源の状態航はﾉ&準{lfiに金Ｉ劇森林計画本卿iiを加算したものである。

（２）樺林imWiは、和歌lll県艮期総合計IIIiにおける森林曲嫡をﾉ,(準とした。

ｰ 炉
(ｲ）造林の見通し

-３７ -

区 分 基 準 他
61.3.31現況

目標とする森林資源の状態

平 成 ５ 平 成 1 ５

面

刷

（

百

畑

）

人
工
林

単 壇 林

複 屑 林

小 i I I ･

天
然
林

育 成 天 然 林

天 然 生 林

小 ‘ 汁

立 木 地

除 地 弾
ｌ△ロ

2,117

０

2,117

鑓

1.219

1,281

3,鋤８

3９

3.437

２,１１３

８

２,１２１

116

1．１４３

1,259

3,380

30

３，４１０

2,昭９

５１

2,140

224

I . ( 噸

１,２２９

3,369

３1

3.4㈹

人 工 林 率 （ ％ ）

林

道

林 進 延 長 ｋ 、

林内道路密瞳I''/ha

61.6

1,212

１３．３

62.2

1,602

62.9

2.492

14.5 ’
１

17.1

指向する森林
資源の状態

2.070

70

2,140

533

701

1,234

3,374

2６

3 , 4 “

62.9

3,719

２０．６

～ ～ -

７T-̅--__(I;KI区 平 成 ２ 平 成 ７ 平 成 1 ２

I I j 造 林 ( h a ) 2．２００ 2．７７０ 3．２８０

拡一犬
大 造 林 ( h a )

然 史 新 ( h a )

i i f ( h a )

４１０

9２０

３．５３０

1６０

1.１９０

4．１２０

ー

1．２５０

4．５３０



③林産物生産の見通し

wもむ／

(注）現況は県業務資料による。

②林道、治山整備の目標

…

(注）１．現況は県業務資料による。

２．保安林盤術面積の現況は61年３月末

- ３ ８ -

現況（62年度） 平成２年度 平成７年度 平成12年度

素 材 （ 千 ㎡ ） 3３５ ５６２ ７４１ ９０２

生 し い た け ( t ) 4０７ 5８０ ６４０ 7００

乾 し い た け ( t ) 9８ 2０５ ２３０ ２５０

白 炭 ( t ) 2,４００ 2，５３０ 2，５５０ 2，５８０

さ ん し よ ( t ) 7２ 8０ 8５ ８５

ひ ら た け ( t ) ３４０ 3４５ ３８０ 40０

E弓子～里嘩 現況（62年鹿） 平成２年度 平成７年度 平成12年庇

林 道 延 長 ( k m ) 1.１３８ 1，４６７ 1,７３０ １．９９３

林 道 密 度 ( I I V 1 , a ) 3．３ 5．０ 6-５ 7．８

作 業 道 延 長 ( k m ) 3１８ ２５０ 4９１ 6５４

治
山
整
備

荒廃地整備率（％）

荒廃危険地整備率(％）

山地災害危険地
整 備 率 (％）

２５

1６

1５

４０

３４

４９

６０

５４

6４

8０

7１

7９

保 安 林 整 備 ( h a ) ８１,５４５ ８３,０００ ８３，７６４ ８５，２６４



( 2 ) 全 国
②森林資源盤附の目概

琴メ

(注)(1)脹準年I唖は、昭和59年４月１日現在の状態を示す。

（２）目標とする嫌林箇源の状態は、各年度当初の状態を水す。

（３）（）は、今従噸脚林から複屑林に移行するIm職で内数である。

（４）目標とする森林盗源の状態の面積は、国土利川叶mi(全図計画）における昭和70

年の森林の[IIKII噸をﾉ&準とした。
（５）箇料は「森林箇岬に関するﾉ&本計画」（昭和62年７月）による。

-

- ３ ９ -

区 分 基準年度
目標とする森林盗源の状態

平成６年度 平成16年度 平成26年度

面

俄

（

万

、

）

人
工
林

単 層 林

複 層 林

小 計

天
然
林

育 成 天 然 林

天 然 生 林

小 計

除 地

計ム
ロ

(99）
1,００３

８

1,011

3５

１．４０７

1,442

8０

2.533

(88）
1,“５

1９

1,084

9６

1,274

1,370

帥

2,534

(劃）
1.082

5３

１,１"

173

1,147

１ , " O

８0

2.535

(19）
1 . 唖

配

1,１５０

249

1,056

1 ,3幅

帥

2.535

栫

脳

総 蓄 積 ( E E " n f )

ha当たり蓄脳（測り

2,717

１１１

3,232

l 認

3,663

１４９

3,810

155

指向する森林
資源の状態

1,043

107

1,１５０

320

9髄

１,３０５

帥

２．５謁

3,900

159



(ｲ）林産物需給の見通し
(単位：百万㎡）

､ …

(注） (1) ( )は工場残材で外数である。

(2)「森林資源に関する基本計画」並びに「亜要な林産物の謡要及び供給に関する長

期の見通し」（昭和62年７月）

ー

- ４ ０ -

区 分 昭和59年実績 平成６年度 平成16年度

需

要

製 材 用 材

木質パネル類用材

パ ル プ 用 材

そ の 他 用 材

計

４５

(0）１５

(7)３１

４

(7)９４

４ ３ ～ ４ ５

(1)１７

(7)３５

４

(8)９９～(8)１０１

４ ２ ～ ４ ５

(1)１８～(1)１９

(7)４０

４ ～ ５

(8)１０４～(8)１０８

供

給

国 内 供 給 量

輸 入 亜

計

(7)３５

５９

９４

(8)４０～(8)４３

５ ９ ～ ５ ８

(8)９９～(8)１０１

(8)４５～(8)５２

５ ９ ～ ５ ６

(8)１０４～(8)１0８

木 材 自 給 率 （ ％ ） (7)３７ ４ ０ ～ ４ ３ ４ ３ ～ ４ ８



Ｉ

ｌ

ｌ

’
Ｉ

第２ 山 村 編

隠霞

ｌ
ｉ
ｌ

１
１
１
ｌ
ｂ
記
０
１
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
ｄ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｄ
ｌ
Ｉ
Ⅱ
１
１
１
・
・
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
。
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｐ-

ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
８
Ⅱ
Ｐ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
ｌ
１
０
ｈ
ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ



̅

《）



山村地域（振興山村）及び過疎地域図
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ｌ蕗・
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1．山村・過疎地域

(1)山村・過疎地域……県土の65％を占める山村・過疎地域

山村地域及び過疎地域の県内にしめる地位

1,008千人 ７９千人

ｰ ノ

’

ｰ 一 山 村 以 外 一 一 一 山 村 一 一 -

$-ノ

’(注） 人口:６0(I個勢調査

総土地面閥:６１年県市町村別面積調

林野IIIi獄全県：地域森林叶測、Ｉ酬丁林野事業総汁蒋

III村:１９８０年ll堺農林業センサス

耕地111imi:１９８５年農業センサス

-４２ -

棚 別 全 県 ③ 山村地域⑧ ⑧／③％ 過疎地域｡ ｡／③％

人 口 （ 人 ） 1，昭7,2鰯 78,942 ７．３ 72,蛇５ ６．７

面

職

(ha)

総 土 地 面 積

林 野 面 積

耕 地 耐 脳

472.465

謡1,204

33,168

2蝿,５７８

272,693

‘1，８７９

62.8

74.9

ル１.７

247,293

225,5帥

4,配５

52‘３

６１．９

1２．９



傾 斜 区 分 別 面 積
(叩位:ha・%)

(注)111村カード(60(IZ)皮び土地分額図による。ｰ

( 2 ) 人 ロ動態……人口減少がなお続いている山村及び過疎地域

山村地域及び過疎地域と全県の人口

ｰ

( i l ; ) 1 . 1 ' 1 "C " f tによる。

２．△は減少をｸjくす。

- ４ ３ -

区 分 計 3｡未満 ３．--８。 8..～1５⑨ １５。～30⑨ 30.以一上

山村地域
実 数

棡成比

296.578

1００

6,212

２．１

8,”４

3.0

3.240

1.１

20.110

6.8

258,020

87.0

その他の
地 域

実 数

柵成比

175,3"

1００

39,6鯛

22.6

1１．９０６

6,8

8 . 3 “

４．８

43.弱０

24.9

７１，７別

40.9

ﾘ,４合計
実 数

柵成比

471,900

1㈹

４５，９側

9.7

20,9Ⅸ）

4.4

11 , 6 "

２．５

63,7(m

13.5

329,釦０

69.9

地域別

余 県

111村地域

過 疎 地 域

実 数 （ 人 ）

､1０

1,0郡,９７５

１１３．１36

１０３,２２４

50

地域別

全 国

1I1村地域

過 疎 地 域

恥 減 率 （ ％ ）

今=豐|理１.1421,A1421
△I4" "1

‘15～5０ 50～5５ 55～6０

0.0

△５．４

△６．９ ’
35～60

8,5

△４０．４

△３９，３



人口の増減（弱年=１００、全県と過疎地域）

( 1 . 0 " 千 人 ) . - . - . - - - - ． 三 一 . 一 ･ ̅ ̅ ・
←､一一･一･一･一･一．｜（'"7千人）

( 1 2 0 千 〃 ､ 、 全 県

(指数）
１００

90
●

､

8０ 、

､

、 過 疎、Q，１
，．，Ｖ

● ｡

-（73千人）ｃ 里

阜由も■

”

帥 ＝

、琴ノ

3 ５ ４ ０ ４ ５ ５ ０ ５ ５ ６ ０ （ 年 慶 ）

(3)山村の年齢階層別人口の動き（振興山村）……高齢化する山村の年齢櫛成

(人）

１

６

巳

も

＄

ｂ

ｌ

も

９

０

１

，

０

１

100,000
ｌ

ｂ

９

１

も

、

’

１

０

８

４

０

９

､
､

､

、

、
､

、 …
、 ､

、

、

ロ

ー

§

、

、

も

も

、

§

巳

、

ｑ

も

も

も

も

5000" 、

、

、

、

Ｑ

、

！

、

、

、

毛

､

、
、

、

■
●

●

■

ａ

●
早

●

■

凸

●
ｑ

●

●

凸

、
申

Ｃ

Ｑ

■

●
。

●

●

凸

、

●

■

■

。

●

●

ｌ

、
、

、

3 5 年 4 0 年 4 5 年 5 0 年 5 5 年 6 0 年

- ４４ -

65才
以上

(9.2）
●
蕊
・
町
才
鋤
騨
蕊

錨癖詫識《一鋤凝議亜》配

り●■ＣＤ●、●△■毛。Ｂ◆■ｍｅ
グⅡＬ守■●●■●●●。●●

｜｜｜｜’｜’ 30～44
才
⑪｜｜｜｜｜“
｜｜｜｜｜｜｜｜｜’

1 …糞?ﾉ才
(18.7)

|lll
llllllll才

|||’

ｂ ● ● ● ● ｅ
● ● ● Ｂ Ｇ ●
し ● ● ● 色 ■
● ● ● ｂ ｅ 甲
、 畢 ● ● ● 巳
● ● ● ● ● ●
､ ● ･ ● ｡ ｐ
● ● ● ● ● ●
し ｡ ● ■ ● 由
の ■ 卓 ウ 弓 ●
p ● ● ● ● ●
● Ｃ Ｇ ● ● ●
b ■ ･ ● ● ｡
● ｏ ■ ● ● ●
ｂ ｅ ● ● ■ ①
■ ◆ e ● ● ●
､ ｡ ■ ● 丹 ●
■ ● ■ ● ● ■
■ ● ● ● ■ ●
の ■ ｡ ● ● ●
B ● ｡ ● ■ 旬
■ ｡ ① ■ ｡ ■
■ ■ ● ● 。 ●
● ■ ■ 白 色 ■
b 凸 印 ● ① ●
甲 ○ ゆ ● ● ■､ ● ■ ● ｅ ■
｡ ● ● ● ● ■

-

’’’’’’一一一一一一一一一一一一一一一一
Ｅ＝＝＝ヨ

- 薑
■■■I■■

(13.4）
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ｇ
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●

一

。

●

○

申

●

●

①

’’’一｜｜秘一一一一一 一一一一一一
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-
■■■■■■■■■■■■■

’’’一
￥､.？今黛，、-！-感.，！
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●
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Ｄ
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Ｇ

ｒ

Ｒ

Ｈ

廿
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(18.3)

…
● 申 ● 由 ■ Ｃ

Ｇ ● ● ● ① ●

■ ｡ Ｂ 申 ■ ●

● ① ● ◆ ◆ ･

巳 ● ① ｡ ■ q

◆ ● ● ● ･ q

｡ ■ ● ● ● d

■ ● ■ ● ● 4

(312)

D o e ･ ● 車

､ ● ｡ Ｃ Ｄ ●

｡ ■ ｡ ● ● ■
● ● ● ● ● ｅ

● ｡ ● ● ｐ ■

● ● Ｇ Ｄ ｅ ●

● ● ● ● ひ ｡

｡ ● 命 ① 由 ●

ｂ Ｏ ｅ ｅ ● ●

, ● ● ■ ● Ｂ Ｉ

Ｄ ｅ ● ● ● ● 1

0 ■ ･ ■ ･ 色

D C ● ● ● ●

D O の ■ ● 、 I

(20.6）
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●
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ゆ
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●
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●
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合
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申 ● ● ● ･ ●
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１

《

、

、阜

-
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＝
15.0）
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2．山村地域の産業

(1)産業別就業人口……第１次産業が主産業である山村の就業構造

40年

(第１次産業） (第２次産業）（第３次産業）

４５年
(49,254人）

山

５０年
(41,442人）ｰ

５５年
(40,6的人）

村

６０年
(37,984人）

４０年
(481,181人）

(第１次産業）（第２次産業） (第３次産業）

４５年
(511,565人）

･…22 . 2％Ｅ＝三二31 . 2％三三＝=ヨ４６．６％全
' ､ ． 耳 冒 ￥ 『 ： 、

、 ( ､

ｰ

&鮭､:息息恩.､港":．
登淫鐙§9鯵を５０年

(487,213人） ｸ ･ " へ さ げ .
､ 少 Ｆ 靴 ､

く

記

寺
-
碗
、

５５年
(498,769人）県

60年
(495,739人）

五 F 郵 了 ウ ク 外 L 軋 や 坐

8 F

(注）55.60年の全県の就業人口は職種不明分を含まず。

-４５ -



( 2 )山村林業の地位

(注）1980年林家カード、釦年国勢調査、1９帥年農林業センサス、１１１村カード(60年）による。 、

…ノ

(3 )保有山林規模別林家数

､ …

(注）１９釦年農林業センサス、1980年山村カードによる。

- ４ ６ -

山 村 地 区 Ａ 全 県 Ｂ A / B %

林 野 面 積 ( h a ) ２７０，９２３ 3６３,０３４ ７４．６

森 林 蓄 積 （ 千 ㎡ ） 3４，１８１ ４１，３９６ ８２．６

林 業 就 業 人 口 （ 人 ） ２，３６８ ３,０１９ ７８．４

林 家 戸 数（戸） 9，７４８ 2８，５５０ ３４．１

林 家 数

1l1村地域 櫛 成 比 全 県 檎 成 比

山弾 県

0.1～1ha未満 戸
3，２６４ ３３，５

妬
1３．１２１

戸
４６．０

％
２４．９

鬼

l ～ ５ 未 満 ３．９５１ ４０．５ 1０，４５４ 3６．６ ３７．８

５～１０未満

１０～２味満

1.１７９

７５３

1２.１

7．７

２，４０９

1．４１１

８．４

４．９

４８．９

５３，４

２０～３味満 ２５５ 2．６ 4５７ 1．６ ５５．８

３０～５味満 1８０ 1．８ 3３９ 1．２ ５３．１

５0～10味満 １０５ 1.1 １９７ 0．７ ５３．３

１０0以上 ６１ 0．６ １６２ ０．６ ３７’７

計 9，７４８ 10０ 2８，５５０ 1００



( 4 )人エ林面積の推移
(上段：４０年、下段：５５年）

…

(注）1980年農林業センサスによる。

( 5 ) 農 業 就 業 人 口
(単位：人・％）

-

(71i)lll村カード(60年）及び1985年農業センサスによる。

-４７ -

区 分 森 林 面 積 人 工 林 面 積 人 工 林 率

山

村

地

域

全部１１１村の町村

一部111村を含む市町村

小 計

１５４，７１７
１５４,６２６

１６１，９２６
１５９,８８５

３１６，６４３
３１４，５１１

８６．６４５
１０４,６２０

７７，３５８
９４，９４８

1６４，００３
１９９，５６８

５６
６８

４８
５９

５２
６３

そ の 他 の 地 域 5０．５５４
４８，４８０

１９,９１３
１９，０２１

３９
３９

県 計 ３６７，１９７
３６２．９９１

１８３．９１６
２１８．５８９

５０
６０

分 緋△画
男

i汁 16̅
29歳

30̅
59歳

60歳
以上

女

計 ’16̅29歳 30～
59識

60歳
以上

11l村
地 域

実 数

柵成比

1４,５９５

1００

5 .3崎

(１０0
36.3

263

(5.の
１．８

1，７４５

(32.9）
1２．０

３，２９７

(62.1）
22.6

9,290

(100）
63.7

鍵３

(3.6）
2.3

4.769

(51.3)
32.7

4，１８８

(45.1)
28.7

その他
の地域

･だ数

柵成比

75.302

100

",９１０

(1㈹）
39.7

２．４５５

(8.2）
３．３

13,237

(44.3）
１７.６

１４,２１８

(47.5）
１８.９

45.釣２

(１００)
60.3

3,013

(6.6）
4.0

26,5鯉

(58.5）
35.3

15,817

(34.⑳
21.0

県合汁
実 数

楜成比

鋤.８９７

1００

35.215

(100）
39.2

２．７１８

(7.7）
３．０

14,982

(42.5）
1６．７

1７,５１５

(49.7）
19.5

54.6礎

(10⑪
60.8

３．３４６

(6.1）
３．７

310331

(57.3）
34.9

20,0縄

(36.6）
２２．３

１１１村地域
喋 合 計 1６．２ 1５．１ 9.7 1１．６ 18.8 １７．０ 1０,０ 15.2 20.9



( 6 ) 農 家 戸 数
(単位：戸・”

､鞠彰

(注）山村カード(60年）及び19龍年農業センサスによる。

( 7 ) 耕 地 面 積
(単位:ha･%)

ｰ

(注）山村カード⑯0年）及び1985年農業センサスによる。

- ４ ８ -

区 分 総 農 家 数 専 業 l 兼 ２ 兼

山 村 地 域
実 数

柵 成 比

1１，２０６

10０

2，６１５

2３．３

1．４５２

1３．０

７．１３９

６３．７

そ の 他 の
地 域

実 数

櫛 成 比

4３．６３０

1００

１０,２５５

2３．５

８．５５６

1９．６

2４．８１９

５６．９

県 合 計
実 数

柵 成 比

5４，８３６

１００

1２，８７０

2３．５

1０，００８

1８．３

３１，９５８

５８．３

山 村 地 域 ／ 県 合 計 ２０．４ 2０．３ １４.５ ２２．３

区 分 計 田 畑 樹 園 地

山 村 地 域
実 数

櫛 成 比

4，９０２

1００

2，６７８

５４．６

4６２

9．４

1．７６２

3５．９

そ の 他 の
地 域

実 数

柵 成 比

2８，２６６

1００

1０,０６１

３５．６

1.４５９

5．２

１６‘７４６

5９．２

県 合 計
実 数

棡 成 比

３３,１６８

1００

1２，７３９

３８．４

1．９２１

5．８

1８,５０８

５５．８



( 8 )ふるさと産品一覧表

ｰ

-

- ４ ９ -

地 域 名 中核産品 小 量 多 砧 目 産 品

野 上 町 ミ カ ン レ モ ン 柿 梅 柚 ｆ 椎 茸 抑制野氣トマト､インケン､シシトウ）

美 里 町 柿 プ ド ウ 1 1 1 椒 木 工 品 金山寺味噌 ス モ モ 類 高冷地野菜 鳥 獣
桃 山 町 緑 化 木 キュクイフノ吟ッ 研冷地野集 平闘無柿 ス モ モ 桃 花 木

粉 河 町 柿 高冷地野菜(エンドウ､インケＸキュウリ､ﾅｽ､ﾎｳﾚﾝ京） 農歴加工品

橘 本 町 柿 ミ 面 ウ ガ 千閥､ナンテン ホウレン草 梅 サカ余シキミ シャクヤク、ナルコユリ

九度山町 柿 花 木 アマチャズル 山 菜 桃 リ ン ゴ ミ カ ン ’
かつらぎ町 菊 岡冷地野荊ﾎｳﾚﾝ雌ﾄﾏＢ ヤ マ ブ キ 串 柿 木 工 品 洋ﾗﾝもｽﾀｰﾁｽ､ゼンマイ､ワラピ

高 野 町 ミ ョ ウ ガ 間 野 マ キ 夏 秋 菊 木 工 品 陶 淵 i.5冷地野菜 カーネーさ壱ン

花 園 村 ワ サ ピ 岡 野 マ キ シ キ ミ 山 椒 ミ ョ ウ ガ マ イ タ ケ 菊

（岡野11町） 柿 花 木 興 秋 菊 デルフィニューム

広 川 町 花 木 垂 千 【 町 花 き 椎 茸 ク ケ ノ コ ミ カ ン 蝿 竹 壷営今ﾐ､サ燐もヒサｶキ

金 隈 町 ミ カ ン シシトウ病シ グリーンアヵくう 花 き 椎 茸 6.5冷地ff蝿ﾄﾏﾄ､キュウリ､インケン）

澗 水 町 花 き ヒ ノ キ 油 , k l § 家 陶 芸 ↓ 砧 1 l 1 " 繋 箪 高冷地野菜
川 辺 町 グ1トガズも ヒ ラ タ ケ - チ 画 梅 花 き ミニトマI、 股産加工品

中 抑 村 八 期 椎 蝉 : fi I m 梅 ホロホロ脇 い の し し

X１１」村

剛 神 村

椎 茸
梅

櫛

シ キ ミ

シシトウガラシ

杣 子

高 野 マ キ

向 然 等

サ カ キ

椎 邸

花 き

* _ １ : " !

し め じ

高冷地野菜

木 工 品

味 噌

印 南 町 千 両 シャクヤク ナルコユリ 栗 ワ サ 上 樹 山 菜

南部川村 梅 備 肢 炭 惟 茸 ヒ ラ タ ケ ｸﾞﾘｰﾆ〃”くう 「 両 プ ル ー ン

Ⅱ 辺 市 梅 ミ カ ン ス モ モ 花 き 山 漿 柿 伽 長 炭

」 耐川町 ミ カ ン

I１ 辺 略 町 梅

火 堵 村 シシトウ坊シ

白 浜 町 花 き

H I W ( 川町 ' 千両
すさみ町

111本町
梅

花 き

新 宮 市

熊野川町

小寓目Ｉ

北１１１村

農産加工An'】

尚冷地野菜

緑 茶

ジ ャ バ ラ

那楜勝il価『

古 朧 町

占 醗 川 町

イ チ ゴ

ポ ン カ ン

柚 ｆ

柵

fi t i r

ヒ ラ タ ケ

コ ー ン

花 き

イ ノ ブ タ

キ ン カ ン

ス モ モ

カ ス ビ ソ ウ

帷 茸

し タ ス

梅

花 き

水脈川

一 争

架

味 噌

帷 茸

筏 災 災 砧

シ キ ミ

花 き

花き ' 水」 : I Y ,

レ タ ス

シ キ ミ

梅

ミニトマl、

111菜加JM

ミ カ ン

T l J I j
薬草・桑木
コンニャク

イ チ ゴ

1 M ¥

|･三役味噌

ワ サ ピ

花 き フ キ イ チ ゴ

d.5冷地野蝋ﾋｰﾏｭﾍ水1砧､シシド油ﾗｼ）

｜：ミ ョ ウ ガ

111ﾉ|畠ミカン

水」:!W! イ

｣： 4」
1１１１

哨

炭

木 炭

山 菜

緑 茶
lll菜加':A{!|木炭|レタス

シシトウガラシ

花 水

花 き

ゴ
ー
砧

チ｜Ⅸ
ィ
水
, fl : ! W !

Ⅱ.型ミカン

民 芸 品

I:．$冷地野菜 麗林水産加←I凋，

Ｌ…シシトウガラシ

杣 １ ３

惟 町 腿 雌 加 1 Ⅳ ，

花木(シキミ、ｻｶｷ、ヒサｶｷ）

花木(千両、シキミ）



( 9 ) エ 業 の 現 況
(単位：人・％）

h…ノ

Ｉ

｜
’

ｰ ノ

(注）山村カード（60年）及び県統計年鑑による。

-５０ -

区 分
山 村 地 域

実 数 構成比

その他の地域

実 数 櫛成比

県 合 計 ．

実 数 柵成比
山村地域
県合計

木材・木工
事業所数

従業者数

9３

５５０

21.0

1６．６

1,414

9,827

２１．３

12.8

1,507

10,377

２１．３

12.3

6-2

5.3

縫製・繊維
事業所数

従業者数

1錦

1,191

３１．２

35.9

1,991

19,130

30.0

24.8

2.129

20,321

30.1

24.2

6.5

5.9

食 料 品
事業所数

従業者数

5６

501

12.7

1５．１

1,040

９，７６５

１５.７

1２．７

1,096

1０，２６６

1５．５

1２．２

5.1

4.9

機械・電気
事業所数

従業者数

１0

164

2.3

４．９

480

8,131

7.2

10.6

４ ”

8,295

6.9

9.9

2.0

2.0

窯業・土石
事業所数

従業者数

3４

231

7.7

7.0

140

2,3刺

２．２

３．１

183

2,6鴨

2.6

3.1

18.6

８．９

鉄鋼・金属
事業所数

従業者数

3５

242

7.9

7.3

3帥

15,”９

5.7

20.4

415

15,951

5.9

19.0

8.4

1.5

そ の 他
事業所数

従業者数

7６

4銘

17.2

1３．２

1,177

15,8Ｍ

17.7

20.5

10253

16.242

17.7

1９-３

６．１

２．７

計
事業所数

従業者数

442

3,317

100

100

6,631

76,984

100

1㈹

7.073

84,057

100

100

6.2

3.9



0の山村観光客の推移
(単位：千人）

…

(注）県観光課調べ

0 1 ） 宿 泊 施 設 数
(単位：戸・人・％）

剥１１９．割Ｘ

、１３_〔

ｰ

(注)lll村カード(60年）此び観光群動態,淵代による。

- 5 1 -

4０ 4５ 50 5５ 6０

高 野 山

塊 神 温 泉

本 宮 温 泉 郷

1.１３０

２２

1．０５５

４０

１４８

1．１９６

４６

１９３

１．２４１

４６９

２５８

1．１５５

４６３

3３２

計 １０．８３５ 1７，３５９ ２０，２２２ 2３，６７９ 2４．２０７

分
:'。

ー 一 一

数 収容人員
錐一致

旅 餓

収容人働

公倣描泊施投

散 収容人興

民 描

数 収容人貝

1 1 1 小 尾

数 収容人員

２．５９６

1３．５

７，８１９

６，８ 37.2 1７.６

47,827

75.2

5０

4.4

５．３７０

８．４

４３７

３８．８

１０,４１５

1６.４

山村地域
隣L合計

23.5 30.3 1９．９ 30.0 40.0 43.9 26.8 24.9



3．生活環境………整備が急がれる生活環境

（ １ ） 道 路 現 況
(単位:m・%)

…,／

､ ＝

(注）（１）山村カード(60年）及び県籠+年鑑等による。

（２）括弧内は、それぞれ改良率及び舗装率である。

一 ５ ２ -

区 分
山 村 地 域

実 数 織成比

その他の地域

実 数 棡成比

県 合 計

実 数 柵成比

国 道

改 良 済

舗 装 済

４６４

２７７

４６０

１２．４

(59.7）

(99.1)

2９７

2６４

2９７

3．３

(88.帥

(１０0

7６１

５４１

7５７

5．９

(７１．１）

(99.5）

主要地方道

改 良 滴

舗 装 済

４３８

１９４

３７４

１１.７

(４４．３）

(85.4）

３７２

２６４

３６８

４．１

(７１．⑩

(98.9）

810

４５８

7４２

6．３

(56.6）

(91.③

一 般 県 道

改 良 済

舗 装 済

4３１

11２

3８７

1１.５

(26.0）

(89.印

７1１

４０４

６９４

7．８

(56.8）

(97.6）

1,１４２

５１６

1，０８１

8．９

(45.2）

(９４．７）

市 町 村 道

改 良 済

舗 装 済

2.４１８

5９１

1，２５４

６４．５

(24.4）

(51.の

7‘６８６

1,９６８

5,４１９

84.8

(25.6）

(70.5）

1０,１０４

２．５５９

６．６７３

７８．８

(25.3）

(66.0）

ｆｉ

１

言

Ｋ

改 良 済

舗 装 済

3，７５１

1．１７４

2，４７５

1００ 9,０６６

(３１.３) 2．９００

(66.0） ’
’

6，７７８

１００

(32.0）

(74.副

1２,８１７

４．０７４

9．２５３

１００

(31．帥

(72.2）



(2 )農業集落における生活環境の状況

ｰ

(注)11)1980年農業センサスによる。

（２）農業集落数は、和歌山市、海南市の市街化区域内集落を除く数字で、以下の数字

もそれに対応する数字である。

（）農業集落数は、全集落数字。

ｰ

- ５ ３ -

農

業

集

落

数

農

家

戸

数

市町村道

通
っ
て
い
な
い
集
落
数

唾鎭緬唾口晒蝿似売唾《嘩蝿

舗
装
率
５
割
以
下
集
落
数

一般生活道

通
っ
て
い
な
い
集
落
数

唾張剰轄晒蜘似赤恥《嶢鍛

舗
装
率
５
割
以
下
集
落
数

医
療
施
設
ま
で
、
畑
以
上
の
集
落
数

水 道

水
道
が
な
い
集
落
数

普
及
割
合
５
割
以
下
の
集
落
数

し
尿
を
自
家
処
理
し
て
い
る
集
落
数

し

て

い

る

ご
み
（
可
燃
物
）

集

落

数

を
自
家
処
理

排
水
路
に
処
理
し
て
い
る
集
落
数

家
庭
雑
排
水
を
河
川
・
農
業
用

集
会
施
設

集
落
。
市
の
あ
る
集
落
数

町
村
管
理
の

実

数

全 県

山村地域

０，帥０
1,534

492

57,769

11,982

０

２

５

４

1,158

390

”
、

130

4７

1,166

427

７２１

３６１

７

６

釦

週

490

310

８

０

９

４

５

３

467

331

弱３

２３６

1,064

324

1,215

381

比
率
％

全 県

山村地域

一

一

一

一

３．３

８．５

75.5

79.3

17.4

34.8

５

６

■８

９

76.0

86,8

47.0

73.4

１３，５

２７．６

31.9

63.0

39.0

69.1

30.4

67‘３

23.0

48,0

69.4

65.9

79.2

77.4
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寺
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
Ｊ
４
Ｉ
ｌ
ｌ
ｊ
Ⅱ
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
ｈ
・
■
■
Ⅱ
ｆ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｒ
ｌ
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１

吋

』

付付 表 図●

曙

瀞

１
１
１
Ⅱ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｊ
ｌ
ｌ
１
０
ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
■
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
１
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
日
阻
■
■
！



一
ｉ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

/ ̅
、 Ｊ
， 一 一 P

′曇、
…

Ｉ
ｑ

８



’

表付 付 図●

巳

｜
’

’
’

ｰ

Ｉ

１

１

’
’

‘
’

｜

’

- ５ ５ -



1．森林資源現況表

平成２年度

…

I -

ｌ (注）国有林而祇には林道、建物敷等を含む。
- ５ ６ -

区域IniM
林
野
率

林 野

面 硫 材 積

国 有 林

面 機 材 嫡

県 計

剛
健
“
元
２

472.465
472,465

472.4鰯

472,465

472.465

７

７

７

７

７

７

７

７

７

７

唖
麺
狐
叩
皿

ｇ

ｂ

Ｄ

９

９

錘
鋤
翻
惣
姻

54,861,072

60,鑓1,799

例,585,059
66.249,錘1

67,735,6型

19,473

19,548

19.531

19,5鋼

19.509

2,189,683

2,156,34４

2,239,9舵

2.248.924

２,"9,148

344 ,1"

344,787

34‘1,673

345,鋤0
345,400

海

草

和 欣 １ １ l i l
海 南 I １ i
野 上 町
災 里 町
下 津 町

．。Ｊ１
Ａｆｎ

０

６

３

９

３

２

4３

函
疵
鋤
岬
螂
756

蛇
拓
舵
帥
幻
4６

６

ワ

〕

２

７

１

20

恥
恥
頓
知
咽
292

翅
艶
艶
卯
副

８

３

３

４

１

1，

3,212

164
267

849
791

126

1９７

438

438

２１，４９６

２１,４９６

《
ｍ
Ｕ
”
〃
』
、
〃
』
【
″
８
■
Ⅱ
凸

1９

８

９

５

１

１

鋤
郷
伽
釦
囎
髄４

ｎ
Ｕ
ワ
ー
《
ｂ

踊
犯
詔
1，４９９

121
３,１９０

6鴎

267

849
791

126
７０１

那

賀

伊

都

有

111

治 出 町
打 １ １ １ 町
粉 河 町
那 賀 町
賀 ， ＆ 川 町
桃 山 町

‘汁
怖 本 市
, 1 ' 5野１1町
か つ ら ぎ 町
九 庇 山 町
商 野 町
花 園 村

’汁
(紀の川計）

→
１
ｒ
ｊ
Ｔ
Ｊ
ザ
〕
マ
ｊ
》
ｊ

叶

田

問

田

佃

田

川
浅
川
伽
朏
水

有
扮
広
吉
金
浦

■トー
分・曲

４

４

７

２

２

４

2６
０

２

０

４

３

４

１

１

１

4６

116
３

２

６

３

１

９

１

１

4７

281
560

7妬

983

理８

８７０
707
786

()08

414

630

601

8割

263
726

653
070

545

643

糊７
５５３

361

７

３

６

８

９

３

３

５

５

３

１

５

4７

龍
緬
錨
和
妬
”
7４

５７

1８
３９

７４

２９
６９

９１

7０

1,600

2,410
4,322

1,123

４記

２．５６０
１２.“３

7,005

943

5.508

3,2別

３，０４４

４，５０５

Ｉ

3４ 詔９

6７ 蛇５

6(泥

810

４．８６３
1,０４２

８．２５】

1７，７０５

3３ 337

131

390
958

2ル１

4２
4９１

2,229

1,489
176

１,１７５

672
3，１１３

１,１４３

7,万２

1３，２１３
８

１

７

８

０

３

８

１

９

３

二

。

０

１

５

１

０

７

P

1

１

３

5,閃９

旧
師
別
翫
的
的

８

９

２

０

９

０

１９５

992

乃
妬
的
闘
腕

８

９

５

０

戸

＃

156

548

幅
諏
鋼
皿
亜
伽

５

４

２

１

５
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３，５(X)

５，７６２

魁1

066

674

207

6鯛

６．９５６

型１

２．２９７

１(),878

20,3魂

1１,６１６,１６７ 33.200

571

釦１

１理

5 “

5刺

467
932

３１１

1 , 5 " 284

船
劉
佃
鯛

８

５

５

４

１1０
772

599
746

2,298 227
3 . 噸 ５1１

“
”
妬
的

１

６

５

１

677
847

592

305

1,腿８ 421
837

2３
２４0

１,５５８
２．６６０

“１

７１０

蛇０

７５６

１２７
dl,"8,548

1４1

加
釦
1１５

326

1０１

３４

９１

３７

263
5鯛

4９
配０

１

６

７

２

426
５７

５

7７

206

345
771

鍋
扣
氾
方
田

7３

６５

６９

４９

6７

侭

7８

６１

７０

７１

鶴
６

４

７

０

５

３

３

６

5６

6２

０

９

２

４

７

１

１

835

341

702

３４３

107 ２２１
３

５

６

８１

351

９２３
７７７

２４１

3４ 鋼２

141 ５１３

38,231
2,2鋤

4.624

686
45.775
２

４

６

４

２ ２４８

３１４

９０７

５８４

3８ 053

83.挺８



１-／

…

-６０ -

人 工 林

ス ギ ヒノキ その他
針葉樹 Ｉ上“１ 計

天 然 林

マ ツ その仙
汁葉桜 広葉樹 計

針
葉
樹
計

広
葉
樹
計

県 計 90,895 112,227 5,1鋤 7個 2肥,妬７ ８．２酒 1,167 122,W４ 131,7" 217,648 123,0個

海

草

和歌山市
海 南 市
野 上 町
美 里 町
下 津 町

計

8６
259

495

3,弱４

2７
４，２２１

4７

哩副
2,020

2４
3.幅７

264
７

３

4５

１９

338

託
齪
５
１
０

１

110

423
756

047

430
７０

０

９

１

５

7,通６

1,504

９１

１９

５６

３

1０６７３

０

０

０

７

０

１

1７

4,162

1,926

1,160

1,376
933

9,557

5,666
2.017
1，１８９

１,４３９

９３６

11,247

1,901
779

1,071
5,482

7３

9,3妬

蠅
哩
腫
却
唖

４

１

１

１

９

ｐ

Ｏ

Ｏ

9 , 6飯

那

賀

岩 出 町
打 田 町
粉 河 町
那 賀 町
貴志川町
桃 山 町

計

4４
351

１．１鍋

2布

３

601
2,414

3３

346

1.543

4鯛

1０

758
3,個８

０
訓１
９

８

０

１

４１

顔２

０

４

５

６

０

１

1６

両
謁
詑
８

８

田８

1３

361

q

O

２

１
5,820

梱
別
記
髄
劉
狸

１

１

５

1.3個

０

０

０

５２

０

０

2５

哩
魎
班
亜
廼
函

1，

４，５５６

1,148
1.35E
1，４３１

３９２

４０７
１,１５０
5,886

2記

１．０１２
３，３例

7錘

9７

1,653
7,134

９９９

１８１
” ３

３鯛

3濁

路８

1，

4,572

伊

都

橋 本 市
高野口町
かつらぎ町
九度山町
高 野 町
花 園 村

計
(紀の川訓

1,775
159

1 , 鍼

9弱

３，６５９

２，８９４

11,311
17,946

1.龍６

162

1,花０

９７８

４．５２２
７４７

1０．０２５

16,181

4 “

77

125

176

352

159

1,35５

1‘９８６

2２２

１０１

2１

１７

２

１

3脚

4鯛

4,319

499

3.774

2.127

8,535

3,801

2３ 055
3６ 帥２

1,0鋼

9４

２１７

１９４

８２‘１
９

２．３７７

５．３５５

１
０
０
４
髄
０

１

101

14３

率
悲
報
皿
劉
知

９

０

８

１

１

１

5.796

１９,９"

2.435
４０９

１．５６０
１，１０８
２，１９４

５６８
8,274

25.407

5,147

４９２

３，９町

2.3蝿

9.443

3,帥９
2５ １６９

4１ 611

７

６

４

７

６

０

帥
伽
妬
蛇
鴻
駈

り

、

６

１

１

１

6,16(

20.鑓８

有

田

日

有 田 市
湯 浅 町
広 川 町
吉 備 町
金 盛 町
浦 水 町

ｆ１２ｕ

御坊I IT
由 良 町

４

･２

4６

5９

1‘３０７
９．０３３
１０,９２１

1０

５６

０
１１８

2.006
9８

2.919
,1,5"

9,730

2２

1８１

０

１

７

９

０

１

３

５

９

１1
298

３

０

１

０

２

０

６

９

１

露
１

１

３
錨
旧
陥
銘
枢

１

５

２

３

弓

Ｉ

？

・

９

ワ

』

４

３１

20,977
3６

238

祁
柘
胴
焔
弱
例１
“
７１

Ｉ

０

０

１

０

０

５
１

６

’

０

１

１

刀
叫
⑱

５

５

２

酒８

756

８10

Ｄ

Ｏ

Ｄ

２

３

１

９７３７
１

１

１

５

３

５

５

４

8１Ｉ650

210６３９

533

2四

391

852

９

９

８

２

４

３１

21.298
１

１

２

７

０

５

６

４

I 脇
239

5泥

594

2.211
798

3,772

1.819
９765
１

１

532

456
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日
IJ,1'1町
美 浜 町
川 辺 町
I I I 津 村

X１１１村
印 南 町
1判部町
南部川村
碗 神 村

Lil･

四

牢

婆

東

牟

婆

’

|Ⅱ辺11j
町

ｔ細l1町
Ｉｌ１辺路町

(施|||川‘汁〕
火 孵 村
I』併川町
すさみ町
小 木 町
(HIWII&l)

新,I;1'llj
熊野川町

|水１;1,町
北l１l村

K熊野|脈Ｉ）
m砺凧
Ｉ

’太 地 町
I L i蛎町
il〃側ll町

(占陥川‘汁）
↑６口▽■ＴＱＩ

林正人

ス ギ

1側
０

７

８

７

拍
帥
妬
872

５６

0３６

４４６

３３８

Ｐ

ｐ

９

２

５

１

９，

1９

585

338

579

４，８０９
６.３１１
5,‘141

2,()42

2.294

５

1０,７１２
1７
リ
』
｛
、
０
柵
１
“

0２３

７４５

４６４

４４２
６３８

1４ 2９0

３
１
１
０
-
５

１

１

●
■
１
１５

６

３

６

９
１

6881
０７２

３１６

308

3831

ｐ

０

勺

り

り

１
４
６
１
脇

計

3４1
９１

１

１

駈
錦

句

１

５

８‘６２２
３，２８８

１８７

31682

15.933

39,662
２

１

２

４
１

餓
姉
祇
哩

１
ｊ
‘
刈
旧
ワ
０
ｎ
Ｕ
図
』

２

１

１

1７０

３５２

８６２

４３５
５２２

妬
一
読
４
９
０
２

１

１
-
１

７

４

１

３

４４１

５５３
７６２

９５２

2７ ７0７
４,１２２

６２

428

6，７６６

1１，３７７

25,667

６
０
１
０
-
７
-
２２

‘1,5331Ｍ｜“ ｡ｰ ｰ

９３３１４
9,09914851
iｲ耐一"１１- i
"(m３１６８３

8,825

1１７

1,３７６

１６,３５０
２６．６６８

５４．３７５

犬 然 林

マ ツ その他
針難樹 広漿樹 計

０

６

０

８

１

５

０

６

２

７

３３

500

０

０

０

２

1０４

１

０

２

４１１

５２１

2．５１２
５０３

３,'194

２．４３５

５．７１６
４,４０１

９９７

３，２４０

５､的１

３１,９７７

２.５１２
５０９

３，４９４
２，４４５

５，８９１

４，４０７
９９７

３，２４８
６，４３４

鉈､９９８

477

282

８１

1鋤

１

６

０

９

１

５

'1,397

2.187

894
3,822

'1,875

2.485

９７５

４，０２０

300
207
984

555

例５

391

５

１

７

１

９
戸

●

391

143

ｐ

画

、

●

．

’

５

咽

①

川

口

叩

Ｄ

一

７

Ｈ

〉

５

４

口

’

’
一
２

Ｌ

等|考１
９,|イ41
MIJ型ドコ

1.1871191|- . . ’

舵０1２

'9'１| ２１

１６()|２３９

｜“1７３

-４21-Q|
57612521

0

1２
５

４

４

３

１７

鋤
←
１
５
４
１
２１

蕊５

３１５

119

597

683
７１４

069

１７１

1０

575

1蛇
848

'1３

７

０

228

2０６，８９３

( ) ２ １ ４

（）２，塑）７

２'１１０，６２６

６，９５６

２２１

２，２９７

１０,８７８

278
854

‘1.1

2９６

2(),０３０

32.05(）

２０，３５２

33.200

広
蛎
樹
計’

針
蝋
樹
計

341
９７

1,861
51391

8,781

3,294

１８７

３１６”

１６,6'1４

40.633

２，５１２
５０３

３，４９４

２，４３５

５．７３２

４,４０１
９９７

３‘２４０

５，７２３

0273２

3,126

1,940

2,815

14,２７９

４，鋤７
２．２０８

８９５

３，８６５

22,160 11 365

１４，４３５

７，９９４

１０，４６９

３．５４５

３６．４４３

５

３

４

３

1７

犯
諏
錨
帥

２

９

５

６

442
58.603
4,634
9‘９４１

10.945
3.0()１

記,５２０

2８ 駅)７

978

522

392

１４３

Ｕ

Ｆ

Ｏ

５

４

１

1２ ０３５
８，８８２

１２４

1,375

16,602

６，８９９

２１４

２,四8

10,626
２６，９８３

５５，５０３
20,037

32,072
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3．山村地域（振興山村）現況一覧表 Ｉ

Ｌ
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市町村名 地 域 名 総 積
A(ha)

林野面積
B(ha)

総
Ｃ

人 口
(人）

人口密度
C / A 指定年度

田 辺 市
秋 津 川
長 野

2,523

2‘２０４

2,275

1,738
卯
ね

皿廼
１

１

0．４０

０．５６
“
“

新 宮 市 高 田 5,610 5,222 ９３ 4蛇 ００９ 4６

美 里 町

真 国
細 野
国 吉
長谷毛原

1,銘１

“ 6
1,587

2,839

1,105

631

1,315
2.496

鍋
蝿
鎚
錫

弱
“
虹

５

１

５

1,035

０

０

０

０

蛇
溺
諏
調

３

３

３

３

４

４

４

４

野 上 町 志 賀 野 870 551 6３ 735 0 劉 輻

桃 山 町 細 野 941 874 9３ 264 ０2８ 4６

粉 河 町 鞆 淵 3.061 2.631 錨 1,093 ０3６ 4６

高 野 町
高 野
富 貴

０

３

１ 麺迩
９

３

867

096
師
蛇

5,844

1,210

０

０

5７

３６
“
“

花 園 村 花 園 ４824 ４457 9２ 693 ０1４ 4１

金 屋 町
石 垣
岩 倉

４

１

167

5蛇

３

１

４

０

０

５

４

２

２

９

８

７

２．０３６

布３

０

０

4９

４７

4２

４２

清 水 町

八 幡
安 諦

五

岩 倉

１

２

３

１

１ ０７６

７３７

３１７

１３９

9,714

2.477

3,253

９９５

鯛
釧
卵
翫

3.373
748

451

644

０

０

０

，

０

０

７

４

７

３

２

１

５

4３

４３

４３

４３

川 辺 町
蘇
生

早
丹

１

３

蝿０

７４３

]，６１６

１，８１５

8３

７５

1,035

2,684

０

０

５３

７２

4７

４７

中 津 村
船 着
川 中

４

３

800

班

４
冗
俎
晶
剣
山

配６

５８０

９

２

８

９

１

１

600

049

０

０

3３

２７

１

１

４

４

美 山 村
川 上

寒 川

７

８

912

943

７

８

611

238

妬
蛇

2,063
678

０

０

2６

０８

4０

４０

龍 神 村

龍 神
上 山 路

中 山 路
ド 山 路

２

６

１

４

１ 416

991

878

173

九
〃
』
戸
ｈ
》
ａ
Ⅱ
８
句
司
〕

１ 副
別
諌
鯛

１

６

５

７

9８

９５

８３

９１

４

６

８

２

“
鯛
皿
弱

９

０

Ｆ

Ｆ

１

１

１

１

０

０

０

０

鵬
配
帥
詑

4３

４３

４３

４３

南部川村

印 南 町

清 川
高 城
典 愛

ワ
》
町
】

３

843

５３９

848

２

２

３

略
侶

５

９

534

8８

８３
9２

弱３

１，５１２

１,２００

０

０

０

０

３

３

４

３１

4１４

４４

4５

白 浜 町
東 富 田
北 富 田

２

１

604

6縄

２

１

繩
郵

別
別

2.442

1.5羽

０

０

9４

９1

4５

４５
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(ili)１９８０年枇界農林業センサス（面機)、６０年国勢調査（人口）による。

-６３-

市町村名 地 域 名 総 面 積
A ( h a )

林野面積
B(ha)

林野率
B / A

総 人 口
C(人）

人口密慶
C / A 指定年度

中辺路町
栗 栖 川

川
近 野

7,258

7,797

6,261

6,451

7,369

5,7妬

９

５

３

８

９

９

2.473

蛎蠅

０.３４

０．１２
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4．林務関傭了政組織図
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5．和歌山県林業関係団体一覧表
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名 称 代 我 者 名 所 在 地 砥括番号

和 歌 山 県 林 業 公 社

和敬山県森林組合連合会

和歌山県木材協同組合連合会

和歌山県木材需要拡大協識会

和歌山県林材振興協謹会

紀 州 材 流 通 促 進 協 議 会

和敬山県山村振興協議会

全国過疎地域振興連盟
和 敬 山 県 支 部

和 歌 山 県 林 道 協 会

和歌山県治山防災協会

和 歌 山 県 緑 化 推 進 会

和 歌 山 県 木 炭 協 会

和歌山県備長炭技術保存会

和 敬 山 県 特 用 林 産
振 興 連 絡 協 謹 会

和歌山県山林種苗協同組合

和歌山県公団造林協会

和歌山県 林業研究グループ
連 絡 協 議 会

和敬山県林業技術普及協会

和 敬 山 県 猟 友 会

林業・木材製造業労働災害防
l t 協 会 和 歌 山 県 支 部

和歌山県林業経営協議会

ｸﾘーﾝ;呼二連絡協議会
紀 州 林 業 懇 話 会

和歌山県民有林・国有林
連 絡 会 猫

和歌山県みどりの少年団巡照

仮 谷 志 良

野 下 茂

西 川 鯉 三
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仮 谷 志 良

野 下 茂

向 日 玉 一

仮 谷 志 良

向 日 玉 一

川 原 淳 造

仮 谷 志 良

日下善右衛門
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坂 口 栄 一
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野 下 茂
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日

須

田

川

口

宗

西

向

栗

富

安

谷

〒640
和歌山市湊通丁北一丁目１-８県建設会館内
〒640
和歌山市湊通丁南四丁目18番地
〒640
和歌山市西浜１６６０木材会館内
〒640
和歌山市西浜1660木材会館内
〒640
和歌山市4松原通１-１県庁林政課内
〒640
和歌山市湊通丁南四丁目18番地県森連内
〒640
和歌山市小松原通１-１県庁内町村会事務局
〒６４０
和 歌 山 市 小 松 原 通 １ - １ 〃
〒640
和歌山市小松原通１-１県庁林政課内
〒640
和歌山市小松原通１-１県庁林業課内
〒646
和歌山市小松原通1 - 1 〃
〒646
田辺市朝日ケ丘２３-１西牟婁県事務所林務課内
〒64O
田辺市朝日ケ丘2３-１〃
〒640
和歌山市d松原通１-１県庁山村対策課内
〒640
和歌山市小松原通１-１県庁林業課内
〒640
和歌山市湊通丁南四丁目18冊地林業会館内
〒640
和歌山市小松原通１-１県庁林政課内
〒640
和歌山市小松原皿１-１〃
〒640
和歌山市湊通丁南四丁目18番地林業会館内
〒640
和歌山市西浜１６６０
〒640
和歌山市小松原血1-1県庁1I1村対策課内
〒６４９-１２
西牟婁部上富田町生馬1504-1 林業センター

〒644
事務局御坊市御坊８５野村義夫方
〒640
和歌山市４松服汕１-１県庁林政課内
〒640
和歌山市d松原通１-１県庁林業課内

内
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